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政治的中立性の課題
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自由民主党憲法改正推進本吾

平成28年5月26日

国際医療福祉大学教授
川上禾口久
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簡単な自己紹介
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杉

専攻分野

＝政治心理学･戦略コミュニケーション論

受け手の｢世論研究｣、 「メディアなど､世論形成の要因研究」

送り手の｢情報戦略」

｢どこに投票するか｣以前に｢投票するかしないか｣も問題

明推協評議員､東京都明推協委員など

｢常時啓発事業のあり方等研究会委員」
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選挙権拡大の3大エポック

相25(大正可4)年

25歳以上のすべての男子成人

伯45(昭禾口20)年

婦人参政権､20歳以上の成人

20T5(平成2ｱ)年

侶歳以上一＞普普選法以来3回目の｢大改革」
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選挙権拡大にともなう
し

過去の｢大改革｣において､有権者の大幅な
変更に伴い、 「教育改革｣も

25歳以上男子普選にともない

実業補習学校(義務教育を卒業した青年たちに

補習教育を施す社会教育機関)の｢公民科｣教
授要綱制定

青年教育､成人教育を推進するための

「社会教育課｣の文部省内への設置
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1945年の教育改革撫
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修身､地理､歴史の廃止

一＞社会科の設置

社会教育において､公民館を拠点とする

青年学級の開始

～民主主義の啓発
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